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黄
煙
著
柴
崎
瑛
子
訳

『
中
医
伝
統
流
派
の
系
譜
』

漢
方
の
臨
床
を
専
門
と
し
て
い
て
も
、
過
去
の
学
説
を
、
臨
床
的
見

地
に
立
っ
て
系
統
的
に
研
究
す
る
学
問
分
野
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
い
。
各
家
学
説
研
究
と
呼
ば
れ
る
こ
の
学
問
分
野
は
、
一

九
五
○
年
代
に
北
京
中
医
学
院
教
授
・
任
応
秋
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。

夫
去
監
紹

乞
請
某
大
徳
賜
薬
草
状
。
切
詔
認
類
本
草
序
例
残
巻
。
い
ぎ
邑
陵
陽
禁

方
残
巻
、
陰
陽
方
術
書
。
伊
窒
紹
失
名
医
方
書
。
切
邑
震
失
名
医
方
書

目
録
。
切
臼
露
灸
経
図
（
切
紹
縄
と
綴
合
す
る
）
。
印
臼
ご
く
失
名
医

方
書
。
ｍ
亀
お
く
『
平
脈
略
例
」
残
巻
（
ｍ
ｇ
急
ぐ
・
い
程
置
く
・
い

程
毒
・
切
記
諺
の
順
で
綴
合
す
る
）
。
の
ｓ
ｇ
灸
経
図
。
印
隠
語
『
平

脈
略
例
』
、
脈
書
。
い
程
皆
く
『
平
脈
略
例
』
残
巻
。
い
程
霞
く
『
新
修

本
草
』
巻
十
七
（
梅
実
条
）
残
巻
（
一
九
九
四
年
に
栄
新
江
が
『
新
修

本
草
」
残
巻
と
指
摘
）
。
い
程
お
『
平
脈
略
例
』
残
巻
。
の
韻
弓
失
名

医
方
書
（
存
三
行
）
。
い
＄
孟
療
服
石
方
。
い
ま
雪
シ
『
備
急
単
験
薬

方
』
残
巻
。
い
ま
雪
国
く
「
備
急
単
験
薬
方
」
（
巻
二
残
巻
。
い

］
急
曽
ぐ
脈
書
残
巻
。
い
］
届
畠
ぐ
療
服
石
方
。
い
』
屋
医
薬
方
残
片
（
存

一
行
）
。

（
平
成
十
三
年
十
一
月
例
会
）

介
詫
夫
＊
蒜
夫
詫
珠
弗
同
滞
夫
失
・
滞
夫
劣
糸
夫
詫
装

現
在
で
は
中
国
の
各
中
医
学
院
に
講
座
が
設
け
ら
れ
、
学
生
た
ち
は
第

三
年
次
に
約
八
十
時
間
の
講
義
を
受
け
る
。

中
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
分
野
に
多
く
の
著
作
が
あ
る
。
特
に
先
の

任
応
秋
の
著
し
た
「
中
医
各
家
学
説
」
は
名
著
で
、
そ
の
研
究
の
方
法

論
は
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
書
を
含
め
、
こ
の

分
野
の
著
作
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
で
は
新
た

な
研
究
者
が
生
ま
れ
に
く
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
そ
の
状
況
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
南
京
中
医
薬
大
学
教
授
・
黄
煙
先
生
の
『
中
医
伝
統
流
派
の
系
譜
』

が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

漢
方
医
学
、
す
な
わ
ち
中
国
伝
統
医
学
は
、
独
自
の
生
理
論
と
独
自

の
病
理
論
（
病
因
病
機
）
を
持
っ
て
い
る
。
治
療
は
、
そ
の
病
理
論
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。
現
在
の
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、

現
代
医
学
的
な
病
名
に
基
づ
い
て
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確

か
に
日
本
の
漢
方
医
学
に
お
い
て
も
、
「
気
」
「
血
」
「
水
」
な
ど
の
漢
方

医
学
用
語
を
用
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
「
実
態
の
あ
る
も

の
で
は
な
い
」
（
『
漢
方
治
療
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
日
本
医
師
会
雑
誌
く
巳
』
ｇ
》

ｚ
Ｐ
巴
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
本
来
の
中
国
伝
統
医
学
の
姿
か
ら
は
ほ

ど
遠
い
。
で
は
、
中
国
伝
統
医
学
の
本
来
の
姿
と
は
い
っ
た
い
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
。

本
書
は
、
長
い
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
十
一
世
紀
（
宋

代
）
よ
り
出
現
し
始
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
を
系
統
的
に
分
類
し
、

そ
れ
ら
の
学
術
的
特
徴
を
述
べ
、
代
表
的
人
物
を
紹
介
し
て
、
各
流
派

の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
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て
い
る
。

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
分
類
法
は
、
任
応
秋
以
来
の
伝
統
を
受
け

継
ぎ
つ
つ
、
著
者
が
独
自
に
考
案
し
た
も
の
で
、
各
医
家
を
そ
の
臨
床

的
な
特
徴
に
従
っ
て
細
か
く
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
お
り
、
特
に
、
明
清

代
の
中
国
医
学
の
理
論
の
動
き
が
と
て
も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
の
が
評
者
に
は
う
れ
し
い
。

用
い
ら
れ
て
い
る
分
類
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

《
外
感
熱
病
流
派
》

通
俗
傷
寒
派
・
温
疫
派
・
温
熱
派
・
伏
気
温
熱
派
・
経
典
傷
寒
派

《
内
傷
雑
病
流
派
》

易
水
内
傷
派
・
丹
溪
雑
病
派
・
弁
証
傷
寒
派
・
経
典
雑
病
派

《
外
科
流
派
》

正
宗
派
・
全
生
派
・
心
得
派

《
そ
の
他
》

民
間
医
学
派

《
日
本
と
韓
半
島
の
流
派
》

日
本
後
世
派
・
日
本
古
方
派
・
朝
医
四
象
学
派

中
国
伝
統
医
学
の
病
理
論
に
お
い
て
最
も
重
要
で
あ
る
の
は
、
正
気

の
状
況
と
邪
気
の
性
状
、
お
よ
び
両
者
の
間
に
生
じ
る
邪
正
相
争
の
形

態
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
流
派
を
、
外
邪
を
重
視
す
る
「
外
感
熱
病
派
」

と
正
気
を
重
視
す
る
「
内
傷
雑
病
派
」
に
大
別
し
、
疾
病
の
違
い
の
た

め
に
こ
れ
ら
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
な
い
「
外
科
流
派
」
と
、
方
法
論
の

違
い
の
た
め
に
や
は
り
同
列
に
論
じ
ら
れ
な
い
「
民
間
医
学
派
」
を
別

項
で
扱
い
、
中
国
伝
統
医
学
理
論
の
歴
史
的
変
遷
が
よ
く
理
解
で
き
る

よ
う
な
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
（
「
日
本
と
韓
半
島
の
流
派
」
は
本
論
で

は
な
く
附
録
の
要
素
が
強
い
）
。

記
述
の
至
る
と
こ
ろ
に
著
者
の
臨
床
的
な
眼
が
光
る
。
特
に
、
『
傷
寒

論
」
を
高
く
評
価
し
、
宋
元
以
降
の
哲
学
的
理
論
の
偏
重
に
対
し
て
い

さ
さ
か
批
判
的
な
姿
勢
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
の
は
、
著
者
の
考
え
の
根

幹
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。

日
本
に
お
け
る
古
方
派
出
現
の
背
景
に
は
、
中
国
か
ら
の
『
傷
寒
論
』

研
究
ブ
ー
ム
の
渡
来
と
、
儒
学
に
お
け
る
復
古
運
動
の
影
響
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
我
々
は
、
こ
れ
が
日
本
だ
け
の
特
殊
な
現
象
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
吉
益
東
洞
（
一
七
○
二
～
一
七
七
三
）
と
同
じ
時

代
の
中
国
に
徐
霊
胎
（
一
六
九
三
～
一
七
七
二
と
い
う
名
医
が
い
て
、

宋
元
明
代
の
医
学
理
論
に
重
き
を
お
か
ず
、
漢
唐
代
の
医
学
に
傾
倒
し
、

『
黄
帝
内
経
」
『
難
経
』
『
傷
寒
論
」
「
金
置
要
略
』
『
神
農
本
草
経
」
『
千

金
方
」
『
外
台
秘
要
方
」
を
重
視
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
臨
床
を
行
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
実
に
山
脇
東
洋
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
古
方
派
に
相
通
じ
る
考
え
方
で
あ
り
、
彼
が
著
し
た

『
傷
寒
論
類
方
」
二
七
五
九
刊
）
は
、
吉
益
東
洞
の
『
類
聚
方
』
二
七

六
二
序
）
に
、
そ
の
発
想
に
於
い
て
も
、
内
容
に
於
い
て
も
、
と
て
も

よ
く
似
て
い
る
。

異
な
っ
た
地
域
に
あ
り
な
が
ら
、
同
じ
時
代
に
同
じ
よ
う
な
発
想
が

生
ま
れ
る
。
一
見
奇
異
に
思
え
る
こ
の
現
象
に
、
著
者
は
共
通
の
真
理

の
存
在
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
徐
霊
胎
を
中
心
人
物
の
一
人
と
す
る
経

典
雑
病
派
の
記
述
に
最
も
力
が
入
っ
て
い
る
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

こ
の
害
を
読
ん
で
か
ら
、
も
う
一
度
眼
を
日
本
に
転
じ
て
み
よ
う
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十
七
世
紀
の
日
本
の
医
学
界
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
書

物
は
、
『
万
病
回
春
」
「
医
方
考
」
『
医
学
入
門
』
『
本
草
綱
目
」
の
四
書

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
著
者
た
ち
は
、
『
本
草
綱

目
」
の
著
者
・
李
時
珍
を
除
い
て
本
書
に
登
場
し
な
い
。
聾
廷
賢
、
呉

罠
、
李
挺
の
三
人
は
い
ず
れ
も
優
秀
な
医
師
で
あ
っ
た
が
、
中
国
医
学

史
上
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
学
説
を
生
み
出
し
た
人
で
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
に
も
中
国
と
日
本
の
認
識
の
ず
れ

が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

日
本
の
研
究
者
は
こ
れ
ら
の
点
に
注
目
し
、
日
本
に
お
け
る
各
家
学

説
研
究
に
本
書
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
、

中
国
の
こ
の
分
野
の
研
究
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
書
を
医
史
学
研
究
者
に
等
し
く
推
奨
す
る
に
は
、
内
容
が
あ
ま
り

に
も
専
門
的
す
ぎ
よ
う
。
し
か
し
、
漢
方
臨
床
家
に
は
ぜ
ひ
一
読
し
て

も
ら
い
た
い
と
希
望
す
る
。
中
国
の
各
家
学
説
な
ど
自
ら
の
臨
床
に
全

く
関
係
な
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
で
も
、
中
国
伝
統
医
学
の
学
説
の

形
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
少
な
く
と
も
、
漢
方
医
学
が
た
っ
た
一
つ
の
理

念
で
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

で
あ
ろ
う
。

（
安
井
廣
辿
）

〔
東
洋
学
術
出
版
社
、
千
葉
県
市
川
市
宮
久
保
三
’
一
’
五
電
話
○
四

七
’
三
七
一
’
八
三
三
七
、
二
○
○
○
年
十
二
月
八
日
、
Ａ
五
判
二

九
○
頁
、
本
体
価
格
三
六
○
○
円
〕

『
消
印
は
知
っ
て
い
た
Ｉ
幕
未
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

〃
た
よ
り
″
が
綴
る
庶
民
医
療
史
」

題
名
が
示
す
よ
う
に
、
郵
便
物
か
ら
見
た
医
史
で
あ
る
。
幕
末
か
ら

昭
和
四
十
八
年
ま
で
一
二
八
年
余
り
を
編
年
体
で
記
し
て
い
る
。

著
者
は
「
全
国
の
郵
趣
業
者
や
古
書
店
、
そ
れ
ぞ
れ
の
即
売
会
な
ど

の
人
た
ち
か
ら
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
情
報
を
集
め
」
「
休
日
や
休

診
日
を
利
用
し
て
全
国
の
手
紙
市
に
出
か
け
」
て
資
料
を
収
集
し
た
と

い
う
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
は
手
紙
と
葉
書
だ
け
で
な
く
、
そ
の
年

に
関
係
あ
る
錦
絵
・
医
書
・
種
痘
証
・
双
六
・
広
告
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど

種
類
も
多
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
資
料
収
集
さ
れ
た
様
子
が
察
せ
ら

れ
る
。こ
れ
ら
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て
庶
民
の
医
療
と
の
関
わ
り
を
語
っ

て
い
る
が
、
手
紙
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
感
染
症
と
闘
う
患
者
と
そ

の
親
族
か
ら
の
切
実
な
声
で
あ
る
。

明
治
十
二
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
で
は
「
幣
村
八
月
十
一
日
克
烈
刺
病

発
ル
。
二
週
間
之
内
死
亡
廿
人
程
有
之
」
と
悲
惨
な
状
態
を
伝
え
て
い

る
。
明
治
二
十
八
年
に
は
コ
レ
ラ
が
再
び
流
行
し
、
九
月
三
日
に
第
三

高
等
学
校
医
学
部
（
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
）
は
「
悪
疫
流
行
二
付
、

夏
期
休
業
ヲ
本
月
二
十
日
迄
延
期
ス
」
と
関
係
者
に
通
知
し
て
い
る
。

北
里
柴
三
郎
と
ベ
ー
リ
ン
グ
が
発
明
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
は
明
治

二
十
九
年
に
製
造
販
売
さ
れ
、
そ
の
広
告
は
が
き
が
同
年
の
七
月
に
出

て
い
る
。
そ
の
後
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
や
皮
下
注
射

正
木
繁
著


